
リクルートテクノロジーズの
産学連携への取り組み

2014年9月17日（水）

URAシンポジウムセッション

～ 弊社のご紹介とURAへの期待も添えて～



自己紹介
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本日は
リクルートおよび

リクルートテクノロジーズの
簡単なご紹介と

リクルートテクノロジーズが
展開している産学連携の実績や
今後についてお話し致します
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１．はじめに ～リクルートとリクルートテクノロジーズ

２．R-techの進める産学連携について

３．オープンデータへの取り組み

４．さいごに ～URAコミュニティに求めていきたいこと

◆本日お話ししたいこと



１．はじめに

リクルートとリクルートテクノロジーズ



１．はじめに ～リクルートとは

【企業概要】

創立 １９６０年３月３１日 「大学新聞広告社」としてスタート

グループ
従業員数

連結売上高

連結経常利益

関連企業数

目指す世界観 「あなた」を支える存在でありたい
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２８,２０９名

約 １兆１９１５億円 ※２０１４年３月末

約 １,２２０億円 ※２０１４年３月末

国内：５９社、海外：５０社
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本社所在地は…



１．はじめに ～リクルートとは

【フロアの様子】

所在地：
千代田区丸の内１－９－２
グラントウキョウサウスタワー23F～41F
（東京駅直結） 8

学会イベント等にも
会場をお貸ししています



１．はじめに ～リクルートとは

【展開サービスの「ほんの一部」】
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旅行

IT/トレンド

生活/地域情報

グルメ・美容

ライフスタイル領域ライフイベント領域

進学

就職

結婚

転職

住宅購入

車購入

出産/育児

→

１．はじめに ～リクルートとは



１．はじめに ～リクルートテクノロジーズとは

リクルートキャリア

リクルートジョブズ

リクルートスタッフィング

リクルート住まいカンパニー

リクルートライフスタイル

リクルートマーケティングパートナーズ

スタッフサービス・ホールディングス

リクルートアドミニストレーション

リクルートコミュニケーションズ

事業会社

機能会社 インフラ部門

大規模プロジェクト推進部門

UI設計/SEO部門

ビッグデータ機能部門

テクノロジーR&D部門

事業・社内IT推進部門

リクルート
ホールディングス

リクルートとは、
主要７事業会社＋３機能会社
で構成されるグループ企業群

私が所属する会社は
リクルートテクノロジーズ
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１．はじめに ～リクルートテクノロジーズとは

http://recruit-tech.co.jp/

IT・ネットマーケティング領域の専門部隊。
リクルートグループをITで牽引する企業です
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新技術のＲ＆Ｄにも取り組んでいます

R-Stage Dev-Stage β-Stage 運用-Stage

・技術要素調査
・技術の実態を
把握する

・効果的な仕組み
としてプレ実装

・活用方法をさら
に開拓

・正式にフィジビ
リティスタディ
として推進～
展開をする

・実運用へ

Gate Review Gate Review Gate Review

日常的に、アタリマエのように調査・検証を
し続け、新技術Ｒ＆Ｄの

体制や習慣 、発想を持ち続ける

１．はじめに ～リクルートテクノロジーズとは



Storm
音声認識

脳波

Kinect

ウェアラブル
デバイス

FPGA

次世代社内PC

ソーシャル分析

自然言語解析

検索エコシステム

R&D取り組みの事例

次世代デバイス≒次世代インターフェースと定義
（こちらの領域から事例を一つご紹介）
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１．はじめに ～リクルートテクノロジーズとは



こちらの VTR を
ご覧ください

（VTRは割愛）



「未来レストラン」で実現しようとしている世界観（一部）

近くを通りがかったお客さんに
Push通知

テーブルについたらスマホが
メニューに変身

スマートグラスで顔認証＆顧客
情報表示

ARでメニューを表示～注文
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１．はじめに ～リクルートテクノロジーズとは



6/19木のIoTイベントにも出展してきました
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１．はじめに ～リクルートテクノロジーズとは



オリジナルのウェアラブルデバイス開発も進行中

若い女性がウェアラブルを使うとしたら？
という発想で企画～実際の開発まで
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１．はじめに ～リクルートテクノロジーズとは



２．R-techの進める産学連携について



２．R-techの進める産学連携について
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2012年ごろから色々と取り組ませて頂いています



２．R-techの進める産学連携について
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１）各種学会への協賛、技術報告セッションでの発表



２．R-techの進める産学連携について
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２）大学での「出張特別講義」、学生のオフィス招待



２．R-techの進める産学連携について
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３）インターン受け入れ＆共同研究



２．R-techの進める産学連携について
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４）オープンデータへの取り組み

2014年9月1日
ホットペッパービューティーの

“クチコミ” データ（およびその周辺）
を学術機関における研究用途に

公開しました



３．オープンデータへの取り組み

ホットペッパービューティー “クチコミ” データ



３．オープンデータへの取り組み
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リクルートとしては実は数年前から…



３．オープンデータへの取り組み
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そして今回リクルートテクノロジーズが段取りをして…



３．オープンデータへの取り組み
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NIIさま、ARGさまの多大なる協力を仰ぎ…

ついに公開に漕ぎ着けました



３．オープンデータへの取り組み
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公開後の反応も上々！



３．オープンデータへの取り組み
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今後も研究用に様々なデータを公開していきたいと思います



３．オープンデータへの取り組み
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ホットペッパービューティーデータの詳細は下記にて

リクルート オープンデータ

http://atl.recruit-tech.co.jp/opendata



４．おわりに



４．おわりに
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URAおよびURAコミュニティに求めていきたいこと

そもそも大学での「研究」とは
誰のための研究でしょうか？

研究が目指すゴールは何でしょうか？

✕ 「研究のための研究」

○ 「世の中を幸せにするための研究」

URA が有益な研究ができるように取り計らうことは
ゴールではなく「通過点」だと考えています

「有益な研究が世の中を幸せにする」をゴールに



ご清聴ありがとうございました
リクルートテクノロジーズ
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